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🏫受験シーズン突入中🏫 

1月中下旬の中学3年生は、毎日のように私立高校等の受験が行われていました。推薦・専願・育成入試・

自己推薦など、一つの私立高校を受験するにも多様な受験方法があり、受験日も異なっていきます。試験科目

も学校に（受験方法に）よって異なり、オーソドックスに５教科の試験科目を受ける場合も、筆記試験もあればマ

ークシート方式もあります。面接や作文があるケースもありますし、本当に多種多様な選択肢の中から、自分に

とって一番合った受験方法を選択しなければいけません。現在１・２年生の生徒の皆さんや保護者の皆様、私立

は第１希望じゃないから・・・と言わず、今から少しずつ研究することをお勧めします。

学校でも情報は発信していきますが、一人１台タブレットで情報は自分から（自分の

責任で）取りに行く時代に変わってきています。正しい情報を集める練習の一つとし

て、取り組んでいただけると良いのではないでしょうか。 

3年生は昨日今日と三重県立高校の前期選抜でした。私立高校の入試もまだ少し残っていますが、県立後

期日程の入試に向けてあと一月です。 

ちなみに2年生が受検する令和8年県立高校入試は前期が2月3日（火）・4日（水）、後期が3月10日

（火）の予定と発表されました。 

 

✐学校公開日のお知らせ🖊 

３学期の学校公開日を下記のように実施します。保護者の皆様には１月中旬にご案内しましたが、今年度最

後の公開日となります。ぜひお越しいただき学校の様子をご覧ください。 

＜学校公開日＞ 

【日時】 令和６年２月７日（金） ８：３０～11：30 

【駐車場】 駐車場が準備できませんので徒歩または2輪車での来校にご協力ください。 

※上記、各学年で様々な生徒作品も掲示しておりますので是非ご覧ください。 

 令和６年度 第 22号 

令和７年２月４日(火) 



💛♥性と生命の特別授業♥💛 

1月31日に２年生を対象として、昨年度に引き続き中谷奈央子様をお招きし、

特別授業を行いました。 

「こころを大切にする。」「からだを大切にする。」「おたがいを大切にする。」「未来を大切にする。」の4つの柱

でお話しいただきました。思春期における体と心の変化は人によって違うので、自分のペースで大人になってい

けばよいことや、安心安全を守る境界線（バウンダリー）が人にはあり、無造作に踏み込んではいけないことな

どを教えていただきました。自分の嫌と相手の嫌は違うことを知って、相手の気持ちを確かめるためには「同意」

が必要であることなども教えていただきました。未来を大切にするという部分では、妊娠や性感染症にも触れて

自分自身を大切にすることの大切さを伝えていただきました。 

最後にみんながHAPPYに過ごすための「３S」（知る（正しい知識を持つ）・尊重する・相談する）が大切であ

ることを、いつかの未来のためにお守りとして覚えておいてくださいとメッセージを頂きました 

中谷先生は元三重県立学校の養護教諭として勤務されており、退職後その経験も

活かし、様々な学校で講演活動を行われています。先生は「あの子の子ども」や「彼女

はNoの翼を持っている」などのマンガの監修等にも関わっておられるそうです。 

 

 

🌊⛄大雪警報や南海トラフ地震の情報が出た場合⛄🌊 

＜大雪に対する対応＞ 

①大雪警報・暴風雪警報（・大雪特別警報）が朝７：００までの時点で四日市市に発表されている場合は自宅待機とします。 

②７：００の時点で①の警報が出ている場合は臨時休校となります。（７：００以降に解除されてもその日は臨時休校） 

③７：００までに大雪警報等が解除されても積雪量が多い場合は新たな指示がある場合があるので自宅で待機し、H&Sや

ホームページを確認してください。 （例年並みの雪であれば連絡しませんが、２０ｃｍ近い積雪があった場合は７：００頃（遅

くとも７：３０頃まで）には学校からH&Sまたはホームページにて連絡します。） 

④積雪の中を登校する場合は、慌てることなく安全を最優先して登校してください。 

＜南海トラフ地震臨時情報が四日市市を対象に出た場合＞ 

先日も南海トラフ地震情報が出ていましたが、学校では以下のように対応しますのでお知りおきください。 

①調査中 →「調査終了」「巨大地震注意」「巨大地震警戒」のいずれかが出るまで情報を確認してください。 

②調査終了・巨大地震注意 → 通常通りと授業となります。特別な場合はH&SやHPでお知らせします。 

③巨大地震警戒 → 市内の中学校は１週間の臨時休校となります」。 


